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【詳細は４頁以降に掲載】

　嶺北森林管理署管内の工石山レクリェーションの森に高知工業高校建

築学科の生徒がヒノキの展望台を作製しました。展望台から高知市街地

や太平洋の眺めを楽しんだり、休憩所として利用できます。

展 望 台 完 成 記 念

「工石山（赤良木園地）に木造展望台完成」「工石山（赤良木園地）に木造展望台完成」
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技
術
開
発
課
題
に
貴
重
な
意
見
を

第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
を
開
催〈

指
導
普
及
課
〉

　

六
月
五
日
、
四
国
森
林
管
理
局

に
お
い
て
、
今
年
度
一
回
目
の
技

術
開
発
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
森
林
生

態
学
、
林
木
育
種
、
遺
伝
資
源
、

民
有
林
管
理
経
営
の
専
門
家
等
の

外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
二
十
年
度
に
実
施
し

た
技
術
開
発
課
題
の
調
査
結
果
等

と
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
二
一
年
度

の
技
術
開
発
実
施
計
画
に
つ
い
て

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
「
天
然
林
に
お
け

る
ス
ギ
天
然
更
新
技
術
の
確
立
」

（
安
芸
署
管
内
）
を
は
じ
め
九
課
題

と
、
平
成
二
一
年
度
を
始
期
と
し

て
新
た
に
策
定
す
る
四
国
森
林
管

理
局
技
術
開
発
目
標
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
①
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
生

息
地
周
辺
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
と

の
共
生
（
食
害
を
受
け
る
前
提
で
）

を
念
頭
に
お
い
た
試
験
地
の
設
定
も

必
要
で
は
な
い
か
、
②
モ
ミ
・
ツ
ガ

等
の
天
然
更
新
試
験
地
の
設
定
に
つ

い
て
、
モ
ミ
・
ツ
ガ
等
の
更
新
の
状

況
が
思
わ
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
人

為
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
モ
ミ
・
ツ
ガ
等
の

稚
樹
が
発
生
、
成
育
し
や
す
く
す
る

た
め
林
内
に
人
手
を
加
え
て
作
る
一

定
の
空
間
）
に
よ
る
調
査
プ
ロ
ッ
ト

を
追
加
し
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い

く
と
い
う
意
見
等
が
出
さ
れ
た
一
方
、

現
状
の
自
然
ギ
ャ
ッ
プ
（
倒
木
や
枯

死
に
よ
り
明
る
い
環
境
が
林
内
に
生

じ
た
空
間
）
調
査
プ
ロ
ッ
ト
で
更
新

の
推
移
を
見
守
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
貴
重

な
意
見
等
を
踏
ま
え
て
今
後
の
試

験
地
設
定
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第１回技術開発委員会

　

「
平
成
二
十
年
度
治
山
・
林
道
工

事
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
者
の
表
彰

式
が
五
月
二
十
二
日
、
高
知
商
工
会

館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◎
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
表
彰

〔
治
山
部
門
〕

○
多
田
工
業
（
株
）

　

代
表
取
締
役�

多
田　
　

裕

○
（
株
）
山
岡
組

　

代
表
取
締
役�

山
岡　

保
利

　
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
二
十
年
度
の
受
賞
者
表
彰
式

〈
総
務
課
〉

　

五
月
九
日
、
十
日
、
東
京
都
日

比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
森
林

の
市
」
で
、
国
民
の
森
林
づ
く
り

推
進
功
労
者
と
し
て
当
局
か
ら
推

薦
し
ま
し
た
、
「
嶺
北
材
ブ
ラ
ン
ド

「
嶺
北
材
ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会
」

　
林
野
庁
長
官
感
謝
状

　
　
　
　
贈
呈
さ
れ
る

～
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
～

〈
総
務
課
〉

化
協
議
会
」（
会
長　

田
岡
秀
昭
氏
）

が
林
野
庁
長
官
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
製
材
業
者
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
同
協
議
会
は
、
国
有
林

材
を
含
む
地
元
の
木
材
を
製
材
工

場
で
あ
ら
か
じ
め
基
本
構
造
（
柱

や
梁
等
）
を
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で

加
工
し
、
住
宅
キ
ッ
ト
「
れ
い
ほ

く
ス
ケ
ル
ト
ン
」
と
し
て
商
品
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
キ
ッ
ト
を
、
建
築
現

場
ま
で
直
送
し
て
現
地
で
組
み

立
て
る
方
法
で
、
一
棟
分
（
約

一
〇
〇
㎡
）
当
た
り
の
木
材
価
格

が
一
〇
〇
万
円
と
価
格
を
明
確

に
し
「
国
産
の
木
材
は
高
い
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
住
宅
キ
ッ

ト
で
家
を
建
て
た
い
と
言
う
方
の

○
明
治
建
設
（
有
）

　

代
表
取
締
役�

山
中　

巨
司

○
高
大
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役
社
長�

山
﨑　

一
志

　

ま
た
、
二
月
九
日
に
林
野
庁
に

お
い
て
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
の

披
露
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
林
野
庁
長
官
表
彰

○
湯
浅
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役�

湯
浅　

雅
文

◎
林
野
庁
長
官
感
謝
状

○
拓
明
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役�

永
井　

将
司
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声
が
、
県
外
を
中
心
に
高
ま
り
、

今
後
、
一
年
間
に
一
〇
〇
棟
の
販

売
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
別
の
地

域
で
も
こ
の
よ
う
な
取
組
が
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
有
林
材
を
含
む
国

産
材
の
需
要
拡
大
、
安
定
的
流
通

の
確
保
へ
の
貢
献
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
林
野
庁
の
「
農
林
水
産
物

等
海
外
販
路
創
出
・
拡
大
委
託
事

業
」
の
一
〇
団
体
の
中
の
一
団
体

と
し
て
、
今
年
二
月
に
韓
国
の
ソ

ウ
ル
に
も
住
宅
キ
ッ
ト
「
れ
い
ほ

く
ス
ケ
ル
ト
ン
」
を
出
店
し
、
海

外
へ
向
け
て
の
国
産
材
の
需
要
拡

大
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
森
の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶
楽
部
」

高
知
県
山
林
協
会
　
永
野
　
俊
彦

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
森

の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶
楽
部
」
は
、

平
成
一
七
年
四
月
「
森
林
保
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」
と
し
て
十
二

番
目
に
登
録
さ
れ
、
今
年
四
月
で

設
立
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
森
の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶

楽
部
」
と
は
、
間
伐
等
の
森
林
保

全
活
動
を
通
し
て
会
員
の
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
と
理
解
を

深
め
、
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
、
社
団
法
人
高
知
県
山
林
協

会
の
役
職
員
全
員
四
一
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
倶
楽
部
で
は
、
発
足
当
時
か

ら
県
立
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
隣
接
す

る
竹
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
コ
ー
ト
東
側
に
モ
ウ
ソ
ウ
竹

が
繁
茂
し
日
光
を
遮
る
こ
と
や
、

コ
ー
ト
に
サ
サ
の
葉
が
落
ち
る
な

ど
の
声
が
利
用
者
か
ら
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
本
倶
楽
部
が
一
役
買

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
五
回
目
と
な
る
こ
の
活

動
は
、
四
月
一
八
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
早
朝
か
ら
メ
ン
バ
ー
十
名

が
集
合
し
、
草
刈
機
三
台
、
チ
エ

ン
ソ
ー
三
台
を
用
意
し
て
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
竹
林
間
伐

を
四
年
間
つ
づ
け
て
い
る
の
で
モ

ウ
ソ
ウ
竹
の
繁
殖
力
も
弱
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
反

面
、
地
面
に
は
太
陽
光
が
降
り
注

ぎ
、
雑
草
の
勢
力
が
旺
盛
と
な
り
、

主
に
除
草
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
半
ば
と
い
う
の
に
暑
い
日
差

し
の
中
、
全
員
汗
だ
く
の
活
動
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
竹
林
を
保

全
し
つ
つ
、
低
木
の
広
葉
樹
や
実

の
な
る
樹
木
の
成
長
を
助
け
る
な

ど
、
健
全
な
森
づ
く
り
を
進
め
る

計
画
で
す
。
幸
い
林
床
に
目
を
向

け
る
と
、
ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
や
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
、
オ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
幼

木
が
確
認
で
き
、
竹
林
整
備
の
成

果
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、「
四

国
山
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
高
知
県

立
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
本
倶
楽
部
は

下
刈
り
や
、
間
伐
な
ど
森
づ
く
り
活

動
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
森
林
整
備
に
必
要
な
技
術
の

習
得
な
ど
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
「
四
国
山
の

日
賞
、
森
林
整
備
部
門
」
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
の
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

は
、
平
成
十
四
年
の
五
団
体
か
ら
、

現
在
は
五
倍
以
上
の
二
十
七
団

体
、
約
九
百
人
が
県
内
各
地
に
お

い
て
地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
は
か
る
た

め
に
平
成
十
七
年
七
月
に
「
こ
う

ち
山
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
本

倶
楽
部
は
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事

務
局
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
加
入
の
問
い
合
わ
せ
や
、

チ
エ
ン
ソ
ー
を
用
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
安
全
研
修
の
実
施
な

ど
を
お
こ
な
い
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
や
行
政
と
の
連
絡
調
整
な

ど
、
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
県
民
の

み
な
さ
ま
に
よ
り
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
が
、
山
村
地
域
の
振
興
に

つ
な
が
り
、
自
分
自
身
で
森
林
整
備

に
取
り
組
む
自
伐
林
家
を
増
や
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
山
村
の
活
性
化
、
山
村
再
生
が

図
ら
れ
、
高
知
の
山
が
元
気
に
な
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

四国山の日賞表彰式
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各
地
の

  

た
よ
り

「
三
本
杭
に
登
る
ぞ
！
」

ー
高
校
生
に
森
林
環
境
教
育
ー

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

六
月
一
一
日
、
高
知
県
立
四
万
十

高
校
一
年
生
一
四
名
を
対
象
に
、
高
知

県
と
愛
媛
県
の
境
に
あ
る
八や

つ
づ
ら
や
ま

面
山

と
滑な

め
と
こ
や
ま

床
山
（
通
称
、
三さ

ん
ぼ
ん
ぐ
い

本
杭
）
へ

登
山
訓
練
を
兼
ね
た
森
林
環
境
教

育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
高
校
で
は
、
例
年
、
自
然

環
境
コ
ー
ス
の
新
入
生
を
対
象
に
、

鹿
児
島
県
屋
久
島
で
自
然
体
験
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
た
め
の
体
力
養

成
・
登
山
訓
練
、
自
然
環
境
学
習
を

し
た
い
と
の
学
校
の
意
向
を
受
け

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
、
前
日
の
雨
か
ら

回
復
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
登
山
口

付
近
（
標
高
一
、一
〇
〇
ｍ
）
は
、
ガ

ス
が
立
ち
こ
め
肌
寒
く
、生
徒
は
「
寒

い
寒
い
」
と
平
地
と
の
温
度
差
に
驚

い
た
様
子
で
し
た
。
し
か
し
、生
徒
も
、

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
の

こ
と
で
、
山
の
空
気
を
吸
い
込
ん
で

元
気
よ
く
登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

登
山
道
で
は
、
職
員
か
ら
樹
木
の

名
前
や
特
徴
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

樹
木
の
剥
皮
害
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
登
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

ブ
ナ
の
群
生
林
で
は
、
植
生
が
四

国
南
西
で
の
限
界
地
域
で
あ
る
こ

と
、
稜
線
を
挟
ん
で
一
つ
の
山
に
あ

り
な
が
ら
、
温
帯
林
の
滑
床
側
と
暖

帯
林
の
黒
尊
側
が
あ
る
珍
し
い
山
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
森
林
環
境
教
育
に

あ
た
っ
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
滑

床
山
で
の
自
然
再
生
事
業
」
等
の
資

料
を
学
校
に
送
り
、
学
習
し
て
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
地
で
は

自
然
再
生
の
取
組
み
の
必
要
性
等

が
よ
り
理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
生
徒
代
表
か
ら
、「
今
回
の

登
山
を
通
じ
、
森
林
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
な
体
験
や
学
習
が
で
き
ま
し
た
。

自
然
再
生
も
重
要
な
取
組
み
で
あ
り

大
切
さ
も
理
解
で
き
ま
し
た
。
屋
久

島
で
は
、
今
日
の
体
験
を
生
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
の
感
想
が
あ
り
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
も
学
校
の
意
向

に
沿
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

 
工
石
山
に
ヒ
ノ
キ
の

　
　
　
展
望
台
が
完
成

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

六
月
十
一
日
、
当
署
管
内
の
自
然

休
養
林
で
あ
り
多
く
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
る
工
石
山
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
森
に
高
知
県
内
の
国
有
林

か
ら
産
出
し
た
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
展
望

台
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

工
石
山
に
は
森
林
環
境
教
育
で

訪
れ
る
小
学
生
が
多
い
た
め
、
登
山

口
か
ら
五
〇
分
ほ
ど
の
赤
良
木
園

地
周
辺
に
小
学
校
低
学
年
が
利
用

で
き
る
新
た
な
施
設
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
高
知
工
業
高
校
で
は
、
建

築
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て

生
徒
に
建
築
技
術
を
習
得
さ
せ
る

た
め
、
実
習
の
中
で
木
造
の
建
築
物

を
製
作
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
手
が

け
た
高
知
城
の
観
光
案
内
所
な
ど

の
作
品
が
木
材
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
知
っ
た
工
石
山
レ
ク
森
の

関
係
者
が
、
木
造
展
望
台
の
製
作
を

高
知
工
業
高
校
に
依
頼
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
ヒ
ノ
キ
の
香
り
と

木
の
ぬ
く
も
り
が
溢
れ
る
展
望
台
の

お
披
露
目
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

展
望
台
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、

四
国
森
林
管
理
局
が
材
料
と
な
る

ヒ
ノ
キ
の
柱
や
板
を
提
供
、
高
知

工
業
高
校
建
築
科
の
三
年
生
十
六

名
が
力
を
合
わ
せ
、
設
計
か
ら
継

手
・
仕
口
部
分
の
加
工
及
び
仮
組

み
、
基
礎
や
柱
・
梁
部
分
の
設
置

作
業
、
床

板
・
腰
板

の
取
り
付

け
、
金
物

に
よ
る
補

強
な
ど
の

工
程
を
経

て
完
成
に

至
っ
た
も

の

で

あ

り
、
高
校
生
に
と
っ
て
大
き
な
自

信
が
つ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

赤
良
木
園
地
で
の
組
み
立
て
作
業

は
雨
に
た
た
ら
れ
続
き
で
、
生
徒
た
ち

は
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
、
水
分
を
吸
っ

て
膨
張
し
た
木
材
の
組
み
立
て
に
格

闘
す
る
な
ど
、苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、

展
望
台
内
側
へ
製
作
に
携
わ
っ
た
生

徒
と
教
員
の
氏
名
を
彫
り
込
ん
だ
看

板
を
設
置
し
、
最
後
は
完
成
し
た
展

望
台
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
影
。
笑

顔
で
成
果
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

展
望
台
の
大
き
さ
は
、
二
階
床
の
高

さ
が
地
上
か
ら
約
三
ｍ
、
二
階
部
分
の

床
面
積
が
約
八
㎡
の
本
格
的
な
も
の

で
、
工
石
山
を
訪
れ
る
登
山
者
や
森
林

環
境
教
育
で
レ
ク
森
を
利
用
す
る
児

童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
高
知
市

の
市
街
地
や
太
平
洋
の
眺
め
を
楽
し

ん
だ
り
、
お
弁
当
を
広
げ
る
休
憩
所

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
工
石
山
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
管
理
運
営
協
議
会
で
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

八面山頂の高校生達

森林帯についての学習
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親
子
で
写
真
立
て
作
り
に
挑
戦

〈
徳
島
署
〉

　

五
月
二
十
二
日
、
徳
島
市
ふ
れ
あ

い
健
康
館
内
の
親
子
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
親
子
約

三
〇
組
を
対
象
に
木
の
枝
で
作
る
動

物
を
使
っ
た
写
真
立
て
作
り
の
木
工

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
署
職
員
が
、
材
料
が
徳

島
県
産
の
ス
ギ
や
サ
ク
ラ
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
と
、
徳
島
水
源
林
整
備
事

務
所
の
職
員
な
ど
九
名
の
ス
タ
ッ
フ

の
助
け
の
も
と
、
製
作
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
木
の
枝
で
イ
ヌ
や

ク
マ
や
パ
ン
ダ
が
で
き
上
が
る
こ
と

に
目
を
輝
か
せ
、
マ
イ
写
真
立
て
を

動
物
や
木
の
実
で
思
い
思
い
に
飾
り

付
け
ま
し
た
。

　

細
か
い
作
業
は
難
し
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
力
も
か
り
て
、

全
員
時
間
内
に
作
品
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
て
、「
次
は
違
う
動
物

も
作
り
た
い
、
早
く
家
族
に
写
真
立

て
を
見
せ
た
い
。」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で
枯
れ
た

サ
サ
原
に
緑
の
再
生
を

〈
高
知
中
部
署
〉

　

五
月
三
十
日
、
当
署
や
「
三
嶺
の

森
を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
」
の
主
催

に
よ
り
、
三
嶺
山
系
に
お
い
て
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
食
害
か
ら
森も

り林
を
守
る
た

め
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
八
回
目
と
な
る
こ
の
作
業

に
は
、
香
美
市
、
香
南
市
、
南
国
市

の
各
市
長
を
は
じ
め
、
総
勢
百
四
〇

名
の
参
加
が
あ
り
、
三
嶺
の
環
境
を

守
る
取
組
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が

う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
は
、
標
高
千
七
百
ｍ
の

稜
線
部
の
枯
れ
た
サ
サ
原
に
ネ
ッ
ト

の
柵
を
張
る
こ
と
と
、
登
山
道
の
周

辺
で
、
一
本
一
本
の
樹
木
に
ネ
ッ
ト

を
巻
き
付
け
る
こ
と
で
す
。

　

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
と
て
も
熱

心
で
、
し
か
も
手
際
よ
く
作
業
を
進

め
ら
れ
、
お
か
げ
で
、
八
箇
所
の
柵

の
設
置
と
、
樹
齢
二
〇
〇
年
を
超

え
る
モ
ミ
の
木
な
ど
三
八
八
本
に

ネ
ッ
ト
を
巻
き
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
を
合
わ
せ
て
、

こ
の
稜
線
部
の
サ
サ
原
に
は
、
周
囲

延
長
百
ｍ
の
柵
が
十
六
箇
所
設
け
ら

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
作
業
で
設
置
し
た
柵
の
中

で
は
、
植
物
の
小
さ
い
芽
が
出
始
め

て
お
り
、
一
面
枯
れ
て
い
た
サ
サ
原

の
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
で
今
年
の
夏
頃

に
は
、
再
生
へ
の
足
が
か
り
を
得
た

山
の
表
情
が
見
ら
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

早
朝
か
ら
午
後
三
時
頃
ま
で
か

け
て
、
作
業
を
行
っ
た
皆
さ
ん
は
、

三
嶺
山
系
の
雄
大
な
景
色
を
満
喫

し
な
が
ら
全
員
が
無
事
に
山
を
下
り

ま
し
た
。

　

三
嶺
山
系
に
登
ら
れ
た
時
に
は
、

ネ
ッ
ト
の
効
果
が
遠
方
か
ら
で
も
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

三
嶺
清
掃
登
山

〈
高
知
中
部
署
〉

　

五
月
三
一
日
、「
三
嶺
を
守
る
会
」

の
主
催
に
よ
り
当
署
も
参
加
し
た

第
三
四
回
清
掃
登
山
が
三
嶺
山
系

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
九
団
体
と
一
般
の
個
人
参
加

を
合
わ
せ
て
八
六
人
が
九
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
コ
ー
ス
沿
い
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
サ
サ
食
害
の
調
査
と
併
せ
て

ゴ
ミ
回
収
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
署
が
担
当
し
た
コ
ー
ス
は
、
西

熊
林
道
の
ゲ
ー
ト
か
ら
韮
生
越
ま
で

で
し
た
が
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー
向
上

に
よ
り
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
の
避
難
小
屋
に
放
置

さ
れ
た
ゴ
ミ
な
ど
に
よ
り
全
体
で
九
〇

キ
ロ
と
昨
年
度
よ
り
多
く
の
ゴ
ミ
が

回
収
さ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
小
屋
と
な
る
よ
う
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

清
掃
登
山
は
毎
年
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
回
収
量

が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
、
山
に
入
る
一

人
一
人
が
四
国
の
美
し
い
山
々
を

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

「
Ｃ
Ｏ
2  

Ｃ
Ｏ
2

歩
い
て 

エ
コ
し
て

健 

康
！
」

〈
職
員
厚
生
課
〉

　

高
知
県
で
は
「
よ
さ
こ
い
健

康
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、「
日

本
一
の
健
康
長
寿
県
」
を
目
指

し
て
「
１
に
運
動　

２
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス

リ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

地
域
や
職
場
で
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

　

当
局
に
お
い
て
も
、
高
知
県

健
康
づ
く
り
課
よ
り
依
頼
を
受

け
て
、
高
知
県
民
よ
り
募
集
し

た
バ
ナ
ー
（
健
康
標
識
）
を
階

段
に
貼
り
職
員
の
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

八班に分かれての防護柵設置作業

山嶺清掃登山に当署も参加

コ

ツ

コ

ツ


